
日本語ワードプロセッサ検定試験の級別合格率にみる

ハードウェア及びアプリケーションソフトとの関係

菊地紀子

AStudyofPassingCertificationExamination

NorikoKikuchi

Inorderthatthisinvestigationmaycompensateastudent'ssenseofpurposeandvolition,itreplacededucational

environmentandhasimprovedlessonformandthecontentsofalesson.

AndtheresultsoftheJapanesewordprocessorcertificationexaminationisreported.

Thetestquestionsofthe3rdlevelandsemi2levelofaJapanesewordprocessorcertificationexaminationhasa

tableofafixedform.

Studentswhotouchedthekeyboardforthefirsttimecancompletethistestquestionduringthesecondhalfor

springvacation.

Thisisbecauseithasbeenhelpedbytheperformanceofthemachine,andtheimprovementinJapanese

conversionsoftware.

Alsothepossibilityofpassingthe3rdlevelandsemi2levelofaJapanesewordprocessorcertificationexamina-

tionwassuggesにd.

Thetestquestionsofthelevelabovethe2ndlevelofaJapanesewordprocessorcertificationexaminationhasa

complicatedtableandacomplicatedmap.

TheperformanceofthemachineandtheimprovementinJapaneseconversionsoftwarehashelpedincreasethe

speedofinput.

However,itwassuggestedthattheoperabilityandintelligibilityofapplicationsoftwareareimportantforthe

complicatedcreationofatableoramap.

はじめに

前報')の検定試験合格の可能'性と入力文字数の関係

の結果から、ワープロ検定既取得者は、検定取得時と

同レベルを維持するには、継続的な練習が必要である

ことが示唆された。また、キーボード操作経験者およ

び未経験者は、日本語ワードプロセッサ検定試験合格

に向けて、どれだけ意欲的に取り組んだかによって、

結果に大きな違いがみられ、以前にも報告2)したよう

に、学生の目的意識、意欲が大切なことが再確認され

た。

今回は、学生の目的意識、意欲を補うべく、教育環

境を表1のように入れ替え、これまで報告1)2)3)したよ

うに、授業形態や授業内容を表2、表3のように改善

し、表4の条件の下に、日本語ワードプロセッサ検定

試験を受験した結果について報告する。

教育環境

教育環境を表1に示した。

教育環境は、1998年度までソフトウェアは、オペレ

ーティングシステムにはMS-DOS､アプリケーション

ソフトにはFM-OASYSを使い、ハードウェアは、ハ

ードディスクのないFMR-50FXを使っていた。1999

年度にハードウェアをFMV-6350DX2とし､ソフトウ

ェアをオペレーティングシステムはWindowsNT、ア

プリケーションソフトはMS-Word98とした。さらに

2000年度には、アプリケーションソフトをMS-

Word2000とした。
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表1教育環境

年度 ｵﾍ゚ ﾚーﾃｨﾝｸ゙ｼ

ｽﾃﾑ

1998 MS-DOS

1999 WindowsNT

2000 WindowsNT

ｱﾌ゚ﾘｹーｼｮﾝｿﾌﾄ

FM-OASYS

MS-Word98

MS-

Word2000

ﾊー ﾄ゙ｳｪｱ

FMR-50FX

FMV-

6350D

FMV-

6350D

X2

X2

授業形態

授業形態を表2に示した。

授業形態は、1998年度は前後期通年授業、春休み選

択授業として開講した。1999年度以降は、前後期通年

授業、春休み選択特別講座(検定対策)として開講した。

表2授業形態

年度 前期 後期 春休み
1998 必修授業 必修授業 選択授業
1999 必修授業 必修授業 選択検定対策特

別調座

2000 必修授業 必修授業 選択検定対策特

別調座

授業内容

授業内容を表3に示した。

授業内容の違いとしては、1998年度と1999年度は、

春休みの開講を、前者は選択授業、後者は選択特別講

座とした。1999年度と2000年度は、前者は特に目標を

設けてはいなかったが､後者は前期入力文字数300文字

を目標に、キーボードのキー配列や指使い、ローマ字

綴りの試験を合格するまで行った。

表3授業内容

年度 前年度との相違点

1998 検定合格基準に基づき､前後期必修授業、

春休み週択授業を行う。
1999 春休みを授業ではなく、週択の検定対策

特別調座とする。

2000 前期必修授業の単位認定に入力文字数

300文字を条件とする。

日本語ワードプロセッサ検定受験の条件

日本語ワードプロセッサ検定受験の条件を表4に示

した。3級受験者は、日本語ワードプロセッサ検定未

取得者とした。未取得者とは、いままでに1度も日本

語ワードプロセッサ検定試験を受験したことがない者、

及び受験したが合格したことがない者とした。準2級

以上の上位級は、各々下位級既取得者及び、受験申込

み時に入力文字数が前報')同様、検定合格基準(表5)

より50文字少ない合格可能性ラインに到達した者とし

た。

表4日本語ワードプロセッサ検定受験の条件

級

3

単2

2

準1

1

条ド

日本語ワードプロセッサ

■

■

寅定未取得者

3級既取得者及び受験申込み時入力文字数
350文字以上

準2級既取得者及び受験申込み時入力文字数
450文字以上

2級既取得者及び受験申込み時入力文字数
550文字以上

準1級既取得者及び受験申込み時入力文字数
650文字以上

日本霞ワードプロセッサ検定合格基準

日本ワープロ検定協会主催の日本語ワードプロセッ

サ検定合格基準のうち、入力科目の合格基準を表5に

示した。

表5日本語ワードプロセッサ検定入力科目合格

基準（主催：日本ワープロ検定協会）

級 入力文字数

3 300以上

準2 400以上

2 500以上

単1 600以上

1 700以上

日本語ワードプロセッサ検定試験問題

日本ワープロ検定協会主催の日本語ワードプロセッ

サ検定試験問題のうち、文書作成・技巧科目の試験問

題を表6～10に示した。
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表6文書作成、技巧科目3級問題

主他日本ワープロ検定憾会

第42回日本膳ワープロ検定賦験問題

3級（通信文）

平成/a年＆月艮0日

命民の皆さまへ

交通'情報センター
ア帳森脇武史

自家用率ﾒﾝﾃﾅﾝｽ講習会のご案内

前略毎全運転をしてい沢涜<衣めK､幸の簡学な濠､検のしかたや､トラ
フルの予防･早期塾発見などができるようになる講習会を開催いたします。
つきましては､車のｲ建康管痩のためKも､お知り合いの方をお誘0合わ

せのうえ､気軽|くこ謬加く涙さい。
草々

記

/･参加料金
&・定頁
3．申込方う去

牟．日程

会場

500円

各知る(応募多数の場合は､抽選となります）
別紙申込書を3月3日始着7W当ｾﾌﾀー ﾍお送りください

開催日 時間

〉峨篭文化会ソ館3月/3日（月）／3：00～／6：00

)自動車琴牧3月/3日(土)7:30～/a:30

かしま勤舜会舘3月悪日（水）／3：30～/6:30

以上
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表7文書作成、技巧科目単2級問題

主催日本ワープロ検定他会

第42回日本贈ワープロ検定賦験問題

準2級（通信文）

松書籍茅36号
平成/久年艮月＆0日
tfjllテニスサークル

〔文寄番号〕

〔発信日付〕

〔受信者名〕

会長秋御美庵様
私富書房株式会紅

雲総菜房鶏蕊
将啓晩冬のｲ侯､師荊こ､梗勝のこととお喜び申しあげま戎
モス」をご愛続いた漁､誠|<ありがとうこ-でいま戒

〔発信者名〕

件
本

ｆ
く

１
Ｊ

名
文 いうもrｺス

さて､来月号より無料掲示板ｺー ｰー を掲載することKなりましこ｡応塚方
法などは下記のとおりとなっておりますのて､'晴報収築Pおイキ間幕集など
|くこ利用く浪寸いますようお知らせいたし表す。
敬具
記

/､申込,方法応募用紙K.掩妾事項を記入のうえ､郵送鍬It/MX
でお逆りく7謎い。

5.申込先瀧岡市酋落令与-7a月刊ｺｽﾓｽ編集部
FAXC′ケタ久）3／－す6/／

3.注念事項営中1目的の原稿|ま広告扱いKなります．
牟.掲或内容

記〕〔別

jﾍ人上

－78－

伝宮板 仲間募集や探し物旗ど

譲ります 家度の不婆品を鴛料T差しあI悌情報

譲うてください mo-中古|<かかわらず線ってほしい物

ｲべﾝﾄ'晴報 彼共施設て初催亭案内や町内会等の4ベント紹小

個人や名稚団体の展示会･識7寅ﾝ会の告表口など



表8文書作成、技巧科目2級問題

主仙日本ワープロ検定協会
第42回日本語ワープロ検定試験問題

2級（通信文）

みやび』路第3ら号
平成／久年＆月＆OB
ﾌ゚ ﾗﾝﾆﾝｸ゙ 株式会紅
縦書課井坂舎瓶：様
みや〃(沫口風工房
代次及;i|すみj'1

〔文書番号〕

〔発信日付〕

〔受信者名〕

〔 発信者名〕

淵催のと」、名〕件
本

ｆ
ｆ 盛栄のこととお喜〆申しあ｛撤す文〕拝啓余寒のｲ'笑､斎す汀ご盛栄のこととお喜〆申しあ｛撤す，

打､当教室では初めての方㈹わかりやすく､作法と知識を剥眉駒る講
習会を開催味します.'茶道を日学生浦K取り入加､ゆとりの時間をすごし
てみませんｳ､、

ﾌさましては､ぜ灰の機会'てご参加〈だ礼､ますよう､下記のとおりご案榊し
あげます．
敬具
記
/,時
久.定

〔別 肥〕

ﾉ3時30分～／占時30分

久夕急(定員Kなり次竿締め切り）
間
員

含蓋習内容、3

※受講料は税込みです。
芋.申込方法下記宇込書と受講料を合わせて 3月旧休)までに、

当放J室あてKご逆付く涙さい。

ざ.湯前･申込先〃やぴ罪ﾛ風工房※別紙詳細参照
少入上
.．．一一一一－－－－－－－－．．－－－－－－－一一一一一一一一一一一一－一一一一一一一一一一－一一＝－－－－－－－－一一一一一一ー一一~一一一‐■一一一一

＊参胆宝込盆＊
おる前T E L

希望日

期日 内容 受講料

3月

ノノ日（土）

ノヌ日（日）

ノ8日（土）

ﾉｦ日（日）

ご､家庭r気軽K楽しむ､林茶のい
↑領訪､お容さまへの歩し方などを
津ぴます。

いざ､という時K困らない茶の湯の

基礎を琴〆教餐としての茶道を
身KフI↑ます。

＆，300円

3，ヶ00円



表9文書作成、技巧科目準1級問題

主悩日本ワープロ検定協会
第42回日本贈ワープロ検定試験問題

単1級（通信文）

〔文書番号〕

〔発信日付〕

〔受信者名〕

ヒロセ発茅/8-号
平成ノヌ年久月久0日
さわやかクラブ”
部長久城矛口怠様

〔発信者名〕

燃錠総吾肇件
本

ｆ
ｆ

Ｊ
１

名
文

票懸’
|を募集い大

重吾瀞寸もヘロ
ら月えり
穎張っ

フきましては､下記のとおり'会薗を募集いたしますのてくぜ"(ご入会くださいます

溌懲撫鰯者燃料ﾚｯｽﾝを鰯恒い仙了おりま℃,竃気軽,郷
〃ロ<漬さい．
革々

'息，妻震某内雲小鋤ら雛剛
〔別

3.練習日･晴間
.教室場所

別紙参照

上識毒輪島，_劇7
TEL（O’6）3S－ Lias

)公人エ

コース名 内 容 月会黄

こどb体操灘甘繍縄暮蕊綴W鑑
成池ます。

ざ,000円

新体操砿鯛溌鶏擾総溺舟
リぎす。

船000円

専門景鰯笛溌尋瀦《霧舗亀
体力台’Kも成長.します．

／0，000円



表10文書作成、技巧科目1級問題

主悩日本ワープロ検定協会
第42回日本贈ワープロ検定試験問題

1級（通信文）

〔文書番号〕

〔発信日付〕

〔受信者名〕

誉雛妻姦総癖〔発信者名〕

躯伏侯みぞド
3月の企件

本
ｆ
く

Ｊ
１

名
文

ヨの企－1重j辱「未来への千穂

1¥滝の征rか､の蝉互爾肥

目の妨雷や願いがエ
フ表究1,7ばか､1画廟 測埋ﾉ企-厘Jもe

G－今、Q､一・一.ハー壬

’層

‘"雲灘署鋤鱗職協崎後"細州シ
輪銀劉大人8，0内局･大触600門､小.中雛"00門

〔別

糸入館料のみでご>‘

6開催場所宮雲
『='圏

室
o－a7

中鰐募称『穆官大展

R漬、n画〕''1渚

)久上
－81－

期日 時間 内 窓 場所

早日(土）

ノ学：00
↓

ノヶ；¥ざ
せてスライドを菱

牢／

展示室

ノツ日（日）

/5:00
↓

/:30

＠ ハ
ベ
夫
、

卜
<、
な
壁間K轡
0ま企

茅3

展示室



結果および考察

級別合格率推移を表11に示した。

表11級別合格率推移

3級 検定時リ 9後期授業中12月

年度 受験者数 合格者数 ％

1998 306 125 41

1999 57 32 56

2000 77 47 61

検定鴎

受験者数

46

7

1

1期春休み2月 年度合計

合格者数 ％ 受験者数 合格者数 ％

38 83 352 163 46

7 100 64 39 61

1 100 78 48 62

準2級 検定時タ月後期授業中12月 検定時期春休み2月 年度合計

年度 受験者数 合格者数 ％ 受験者数

1998 3 1 33 58

1999 7 6 86 13

2000 18 17 94 11

2級 検定時期後期授業中12月 検定鴎

年度 受験者数 合格者数 ％ 受験者数

1998 0 0 0 9

1999 2 1 50 2

2000 4 1 25 13

準1級 検定時期 後期授業中12月 検定鴎

年度 受験者数 合格者数 ％ 受験者数

1998 1 0 0 0

1999 0 0 0 0

2000 2 0 0 0

1級 検定時期後期授業中12月 検定鴎

年度 受験者数 合格者数 ％ 受験者数

1998 0 0 0 1

1999 0 0 0 0

2000 0 0 0 0

《3級合格率》

3級の合格率を検討した結果、後期授業中に実施し

た検定では、1998年度から2000年度にかけて、41%、

56％､61％と年々合格率が上昇した。前報!)でも報告し

たとおり、阿部4)により、ワープロ経験がないと判断で

きる学習者について、入力文字数の伸びの程度は、学

習者によるばらつきが非常に大きかったと報告されて

いる。また、浅木森ら5)により日本語入力に関しては、

タッチタイピングの技術以外に、読みの入力からかな

漢字まじり文への変換操作の効率よい技術習得が必要

合格者数 ％ 受験者数 合格者数 ％

38 66 61 39 64

10 77 20 16 80

10 91 29 27 93

:期春休み2月 年度合計

合格者数 ％ 受験者数 合格者数 ％

8 89 9 8 89

1 50 4 2 50

5 38 17 6 35

#期春休み2月 年度合計

合格者数 ％ 受験者数 合格者数 ％

0 0 1 0 0

0 0 0 0 0

0 0 2 0 0

#期春休み2月 年度合計

合格者数 ％ 受験者数 合格者数 ％

1 100 1 1 100

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

との報告もある。3級を受験する学生は、入学時のア

ンケート結果によると、ほとんどがキーボード操作未

経験者であった。1998年度と1999年度で、合格率が15

％増加したのは、教育環境を表1のように入れ替えた

ため、機械の性能や日本語変換ソフトが向上し、文字

変換の効率など、学生の練習以外の要因も考えられる。

1999年度と2000年度で、合格率が5％増加したのは、

授業内容を表3のように改善したためではないかと推

察される。

春休みに実施した検定では、1998年度は合格率が83
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％であったが､1999年度以降100％となった。1998年度

では授業として開講したため、単位取得のためだけに

受講し、受験した学生も含まれていたので、合格率が

100%に至らなかったのではないかと推察される｡それ

に対して、1999年度以降は特別講座として、単位認定

のない、検定合格を目的とした開講に変更したため、

合格率が100%になったと推察される。

各年度合計でも1998年度から2000年度にかけて、46

％、61%、62%と年々合格率が上昇した。これは、先

にも述べたとおり、教育環境を表1のように入れ替え、

授業形態や授業内容を表2，表3のように改善したた

めではないかと考えられる。しかし、1999年度と2000

年度を比べると、合格率がほぼ変わらず、さらに授業

内容の検討が必要であることが示唆された。

《準2級合格率》

準2級の合格率を検討した結果、後期授業中に実施

した検定では、1998年度から2000年度にかけて、33％、

86％、94％と年々合格率が上昇した。準2級は表4の

とおり、3級既取得者及び受験申込み時に、入力文字

数が350文字以上になった者が受験した。前報')で報告

したとおり、ワープロ検定既取得者は、検定取得時と

同レベルを維持するには、継続的な練習が必要である。

1998年度と1999年度で、53％増加したのは、1998年度

では本人の練習に寄与するところが大きかったが、

1999年度以降、教育環境を表1のように入れ替えたた

め、機械の’性能や日本語変換ソフトが向上し、文字変

換の効率など、学生の練習以外の要因も考えられる。

また、1999年度と2000年度で、8%増加したのは、授

業内容を表3のように改善したためではないかと推察

される。

春休みに実施した検定では、1998年度から2000年度

にかけて、66％、77％、91％と年々合格率が上昇した。

1998年度と1999年度では11％、1999年度と2000年度で

は14％と2桁の増加をみた。これは前報')で報告した

とおり、ワープロ検定既取得者は、検定取得時と同レ

ベルを維持するには、継続的な練習が必要である。一

方、練習不足であっても、キーボード操作未経験者と

同レベルに戻ることはなく、練習次第でさらに上位級

合格が可能であることが示唆された。

各年度合計でも1998年度から2000年度にかけて、64

％、80%、93%と年々合格率が上昇した。これは、先

にも述べたとおり、教育環境を表lのように入れ替え、

授業形態や授業内容を表2、表3のように改善したた

めではないかと考えられる。しかし、同じ年の中で検

定実施時期として、後期授業中と春休みを比較検討し

た結果、1998年度は合格率が33％増加したが、1999年

度では9％減、2000年度では3％減であった。これは、

1998年度では、機械の'性能や日本語変換ソフトなど文

字変換の効率の悪さが考えられ、そのため本人の練習

に寄与するところが大きく、後期授業中（12月）まで

の練習期間では合格は難しく、春休み（2月）までの

練習期間が必要であったことが示唆された。1999年度

以降は、機械の‘性能や日本語変換ソフトなど文字変換

の効率が向上したので、後期授業中に3級合格に至ら

なかった学生でも、春休みには入力文字数だけは準2

級受験の条件にまで到達するようになった。そのため

準2級を受験したが、入力文字数の条件達成だけでは

検定合格には不十分であったと考えられる。その結果

合格には至らなかったので、わずかではあるが合格率

が減少したのではないかと推察される。

《2級合格率》

2級の合格率を検討した結果、後期授業中に実施し

た検定では、1998年度から2000年度にかけて、受験者

0，50%、25%であった。また、春休みに実施した検

定では、89％、50%、38%であった。検定受験の条件

を準2級既取得者及び､受験申込み時入力文字数450文

字以上（表4）としているため、1998年度では後期授

業中には該当者がいなかった。1999年度、2000年度と

受験者が増加しているのは、教育環境の入れ替え（表

1）や教育内容の改善（表3）により、後期授業中に

入力文字数が2級検定受験の条件まで到達するように

なったことが考えられる。しかし、合格率で検討して

みると、1998年度の春休みが89％と最高であった。こ

れは、表8の文書作成・技巧科目の2級の問題をみる

と作表が2つである。表作成に関しては、操作性やわ

かりやすさの点で、アプリケーションソフトはFM-

OASYSが優れている。MS-Wordは、定型の表作成に

は優れているが、2級の問題のような、複雑な表〃や

、申込書"になると、自由自在に罫線を引くことが出来

るFM-OASYSの方が使いやすく、失敗がないといえ

る。検定は時間制限の中で、いかに効率よく問題を作

成できるかが、合否を分ける鍵となる。文字入力の早

さが合格基準に達し、作表以外は完成していたとする

と、後はいかに早く表作成が出来るかということにな

る。1998年度の春休みは、入力文字数が2級検定受験

の条件まで到達していた者が、アプリケーションソフ

トはFM-OASYSを使用し、受験したため合格率が89

％にまでなったと推察される。

各年度合計でも1998年度から2000年度にかけて、89

％、50％、35％と年々合格率が減少した。これは、先

にも述べたとおり、文書作成・技巧科目の2級の問題

に対する、アプリケーションソフト(FM-OASYSと
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MS-Word)の操作性の違いが考えられる。そのため、

入力文字数が検定合格基準に達するようになった学生

に対し、MS-Wordを使い、いかに効率よく、表作成を

することが出来るように指導するかが、今後の課題で

ある。

《準1級および1級合格率》

準1級および1級の検定試験の結果は、準1級では

受験者はいるが合格しなかった。1級は、1998年度の

春休みに1名受験し合格した。いずれも受験者数が少

なく、合格率を検討するのは難しいが、文書作成・技

巧科目の準1級（表9)、1級（表10）の問題をみる

と、地図が含まれる。これは、先にも述べたとおり、

地図の作成には表作成以上に、アプリケーションソフ

トの操作性やわかりやすさが重要である。入力文字数

が準1級や1級の合格基準にまで達した学生は、機械

の性能や日本語変換ソフトなど、文字変換の効率の良

し悪しにはあまり影響されることはなく、むしろアプ

リケーションソフトの操作性やわかりやすさが重要で

あることが考えられる。

あとがき

今回は、学生の目的意識、意欲を補うべく、教育環

境を表1のように入れ替え、授業形態や授業内容を表

2，表3のように改善し、日本語ワードプロセッサ検

定試験を受験した結果について検討を行った。

3級や準2級のように、定型の表作成を含む問題の

場合は、初めてキーボードに触った学生でも、文字変

換の効率など、機械の性能や日本語変換ソフトの向上

に助けられ、後期授業中や春休み実施の検定に3級や

準2級合格が可能であることが示唆された。高橋ら6）

により入力の早さというのは、日本語ワードプロセッ

サ検定試験合格の一つの目安となるという報告がある。

しかし、2級以上の上位級になると、表作成も複雑に

なり地図も含まれる問題となる。そのため、文字変換

の効率など、機械の性能や日本語変換ソフトの向上は、

入力の早さを補う手助けにはなるが、表作成や地図の

作成には、アプリケーションソフトの操作性やわかり

やすさが重要であることが今回の結果から示唆された。

今後は、さらに合格率を向上させるために授業内容を

改善し、授業時間以外の練習時間を増やすなどの検討

を重ね、3級や準2級は受験者全員が合格できるよう

に、また、2級以上の上位級では、限られた教育環境

のなかでいかに効率よく表や地図の作成が出来るよう

に指導するか、級別のクラス編成や指導法などの検討

を行っていきたいと考えている。

終わりに、本文寄稿にあたりご助言をいただきまし

た増測久子先生に深謝申し上げます。また、黒田圭一

先生には、最初から最後まで懇切丁寧なご指導並びに

ご校閲を賜り、心より厚く感謝の意を表します。なお、

資料を提供していただきました本学非常勤講師横関節
子先生に深謝申し上げます。
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